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放射性同位元素の放射線管理区域外での発見について 

 

 

 

 

令和４年 12 月８日（木）、本学の小松島キャンパス教育研究棟において、放射線管理区

域外から放射性同位元素（トリチウム）を含む廃液が入ったガラス瓶が発見され、直ちに

原子力規制庁へ報告いたしました。ガラス瓶は、ポリ袋で２重に包まれ、蓋付きポリバケ

ツの中に収納されて棚に保管されていたものです。 

当該箇所の放射性物質による汚染の有無を検査し、バケツ内側、ポリ袋及び保管されて

いた棚の汚染があったものの、すべて法令基準値以下の値であることを確認しております。

また、瓶内の液体の放射性同位元素は下限数量以下であり、人体および環境への影響はご

ざいません。 

外部環境への影響はなく、法令基準値内での汚染であったものの、放射性同位元素等の

規制に関する法律施行規則第 28 条の３第４号に該当すると判断し、本日、原子力規制庁へ

「放射性同位元素等取扱施設における状況通報書」を提出しております。 
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